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5～2　小児内科病棟における入院患者の分析
10階西　○佐藤りゑ
　はじめに
　小児の疾患には急性の伝染性疾患が多く、季節的、
地域的な流行もあり症状の変化が激しいため緊急入院
が非常に多い。緊急入院が多いという事は、一日の看
護業務計画がたてにくいし、突然の入院は家族、患児
共に母親と9分駿三函謎』ψ・疾病1ζ対す十年・
治療，．一三恥曝る恐怖2など精神的動揺が大きいため、
接し方にも種々の問題点が出てくる。61年4月、新病
棟への移転に伴ない小児内科病棟も、ベット数の増加
（28床から、生Z三二・家族イ醗螂するという二
つの大きな変化があった。約9ケ月経過した現在、昨
図1　入院患者数の変動
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年と比較し入院患者数はどのように変化したのか調査、
分析したので報告する。
1．調査期間
　①昭和61年4月1日から9月30日、6ケ月間
　②昭和60年7月1日から12月31日、6ケ月間
2．結果及び考察
　①入院患者数の変動
　　図1参照
　入院患者数：は年々少数ずつ増加傾向にあったが、．60一
　年の急激な増加は関東地方に集団的に発生し迄川崎一7、
　氏病の影響もあったと思われる。61年度の増加は新
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表1 10階西入院、退院患者一覧表（61．4．1～61．9．30）
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表2 南8－1入院・退院患者一覧表（60．7．1～60．12．31） 小児内科病棟　28床　＋口腔外科6床
入院患者 日 中 入・退院 入院3名 退院3名 1日の変動 一日の変動
延総数 入院数 予　約 急　　患 深　　夜 準　　夜 退院数 0の日（日） 以上の日（最大） 以上の日（最大） 最　大 6名以上の日
5件 5件 10件7 619 49 4 34 4 7 41 3 4㈲人 〔5）人 （5＋5）人 （件）
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病院になり環境が良くなった事、救急外来のあり方
が変った事、家族付添がなくなった事、差額ベッド
が少なくなった事等が原因と思われる。
②入院退院数及び一日の変動について
　表1、表2参照
入高畠381名中288名《晶晶がec
急入院．であり・職ム！院は旧劇二し飯拶）であ
る。又、一日の入院数は9名の日が1件．’7名の日
が1件、6名の日が4件、3名以上の日が63件あ
った。緊急入院の場合、直ちに採血、検尿、X－P、
ルンバール、点滴を開始するので、多忙をきわめる。
退院数も一日7名が3件、6名が5件あり、3名以
上の日が59件あった。
一日の変動数（入院＋退院）は11名が1件、10
名が2件あり6名以上の日が56件あり、入退院の
　くない日は16日のみであった。7、8月に予約
入院が多いのは夏休み中に手術申込みが非常に多い
ため外科系の予約入院を受け入れたためである。外
科系では嵐径ヘルニア、術后の全身麻酔による検査、
耳鼻科ではアデノイド摘出術等である。中でも蛍径
ヘルニアの場合、入院第1日目午後入院した後麻酔
科受診、アナムネーゼ聴取、入院、手術前オリエン
テーション、2日目午前中に手術、3日目午前中に
　処置後退院、午後には次の患者が入院するというあ
　わただしい日程であった。
　表2は、60年度6ケ月の統計であるが、期間が異な
　るため正確な比較にはならないが各項目共に大きく
　上まわっている。
　③年令、性別について
　　図2参照
　男児は1才～34名、2才28名、5才24名の順
であり、女児は1才～25名、3才18名、0才17
名であり、Q才か彦旦劣までで198名と約半数を占
める。
又、15才以上の患児が入院しているのは、14～5
才で発病し治療が継続するため小児科入院になるケー
スである。
男女比は・57：43で醒児が郵／｛男児は育てにく
いという通説が立証されている。
（60年度　男女比　63：37）
　図3は年度別の年令比較である。ほぼ同じ曲線であ
るが、61年度0才が減少しているのは、NICUが拡
大され1ケ月未満の児はNICUに収容されたためで
はないかと思われる。又11才以上の曲線が異なって
いるのは期間が異なるため、季節や天候の変化による
ものと思われる。
一　73　一一一
④夜間入院時間分布
　　　図4　入院時間分布
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　　図4参照
夜間の入院数が比較的少ないため結論が出しにくいが、
それぞれ引継ぎ前後に数が多いのは三交替制のためで
はないかと思われる。
　⑤　入院時の病名又は症状名
　④深夜帯
　　　気管支喘息発作　　14名
　　　…痙婦ノ　　　　4名
　　　肺炎、気管支炎　　　2名
　　　発熱　　　　　　　2名
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準夜帯
気管支喘息発作
肺炎、気管支炎
辱
　2名
41名
35名
15名
13名
　8名
26名
13名
　　　　野饗ノ　　　　7名
　　　　発熱　　　　　　　　6名
　　　　髄膜炎　　　　　　　5名
各勤務帯毎に患者数をみると、上記に示す様に多少の
順位の変化はあるものの、1～5位まで同じ疾患が占
めている。中でも気管支喘息発作は81名と全入院患
者数の21．3％あり膿濃刻さ蚕渓き賦りされ
ている。
　⑥　他科入院数
　表3、表4参照
他科の入院も各科に及び常時3～4科が入院しており、
10月以降には表4、以外に婦人科、臨床病理も加わ
り多い時には旦科φ混合病棟になってきている。
　⑦入院日数及び点滴日数
　　図5　参照
⑤、で示した疾患で入院するため直後より点滴が開始
される。持続日数は5日間が最大で48名、6日間で
終了するものが大半であるが、21日間持続したケー
スもあった。入院日数は6日目と8日目にピークがあ
り、3日目、10日目に小さな山形を形成するが30
日以上の入院が6名あった。又表5に示した如く1年
以上入院している患児もあり両名共に現在も入院中で
ある。
表3　60年度他科入院数
月 人数 科別（Oは予約入院数）
7 8 外3、口外2①、脳外2、整1①
8 8 外3②、形3②、脳外1、耳1①
9 5 外3、整2
10 3 耳1、眼1、脳1
11 4 外2、整1、形1①
12 5 外4③、口外1
計 33外15⑤、脳外4、形4③、整4①、絈O3①、耳2①、眼1
表4　61年度他科入院数
月 人数 科別（○は予約入院数
4 2 脳2
5 5 外2、脳1、皮1、耳1
6 0
7 9 外8⑥、眼1
8 13 外9⑧、耳3②、眼1
9 6 外4①、整1、神1
計 35外23⑮、耳4②、脳4、皮1ｮ1、神1、眼1
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長期入院患者
順 入院年月日 期　間
1 59年3月23日2年8ケ月
2 60年1月29日1年10ケ月
3 61年9月9日 3ケ月
4 61年10月4日 2ケ月
5 61年10月13日 2ケ月
61．　12．15現在
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3　おわりに
　新病院に移転後入院、退院数が非常に多く、あわた
だしい毎日が続くため調査を開始してみたが結果は考
察で述べた如く、①入院数は年々増加している。②他
　　　　　　　　V　x一，v．zav一：ta．”’’”　＋’S一”一bV’一’t一一　h
．魁入院塑多≦㌧多くの科の混合である。．③5才以下の
三児が多い。④入院期間が短玉』）・という結果であった・
今後は調査期間を同一・に設定し小児内科病棟の傾向を
継続して調査・研究してゆきたい。
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